
令和７年度　学校自己評価（生徒・保護者）
　生徒および保護者の肯定的な回答（◎よくあてはまる＋○あてはまる）の割合を集計

［単位：％］

質問項目 R7 R6 R5 質問項目 R7 R6 R5

260人 248人 248人 106人 82人 102人

問1 学校に来るのが楽しみである。 67.7 60.9 52.4
子どもは学校に行くことを楽しみにして

いる。
77.8 72.8 70.6

問2 学校で学力が身についてきた。 77.3 70.2 69.4 子どもは学校で学力を身につけている。 76.8 67.9 72.5

問3
悩みごとや心配ごと等について相談でき

る先生がいる。
64.6 60.9 58.1

（保護者として）悩みや心配事等につい

て相談できる教師がいる。
75.6 49.4 54.9

問4
電話したときや登校したとき、先生たち

は丁寧に対応してくれている。
92.3 93.1 90.7

（保護者として）学校に対する意見や考

え等を気軽に伝えることができる。
72.8 54.3 59.8

問5
先生たちはわかりやすい授業をしてい

る。
85.0 84.3 82.7 各教師はわかりやすい授業をしている。 88.2 58.0 63.7

問6
クラスを二つに分ける授業や、先生が二

人担当する授業はわかりやすい。
80.0 79.0 75.4

電話口や訪問したときの学校の対応は、

丁寧で適切に行われている。
94.1 88.9 89.2

問7
先生たちは自分の成績を正しく評価して

いる。
92.7 89.5 90.7

各教師は子どもの学習状況について適

切・公平に評価している。
97.6 72.8 72.5

問8
先生たちは協力して自分たちを指導して

いる。
92.3 87.1 85.1

子どもの様子等について、教師は家庭へ

の連絡をきめ細かく行っている。
74.4 55.6 61.4

問9
先生たちまたは自分自身は授業の中でタ

ブレット端末を良く活用している。
67.3 71.8 70.2

学校では適切にICT環境（タブレット端

末）を利用できている。
85.5 54.3 46.1

問10 学校行事に前向きに参加している。 82.3 81.0 79.8
少人数指導や複数の教師による授業形態

は、学力向上に役立っている。
92.3 67.9 66.7

問11
就職や進学に関する情報を先生たちはき

ちんと教えてくれる。
91.2 85.1 85.1

学校は就職や進学に関する情報を適切に

伝えている。
82.5 61.7 60.8

問12
学校からの配布物やＨＰを見れば、学習

していることや学校生活がわかる。
81.2 75.0 73.8

学校からの配布物やＨＰ等によって、学

習内容や学校での生活がわかる。
87.9 81.5 74.5

問13
親と学校（生活・できごと）について話

をする。
67.3 72.6 65.7

子どもと学校（生活・できごと）につい

て話をする。
77.1 77.8 78.4

問14 姫路北高校に入学して良かったと思う。 87.3 85.5 85.9
就職や進学について、各教師は丁寧に指

導している。
88.2 53.1 69.6

問15 学校の授業では単位さえ取れればいい。 75.8 81.0 80.2
子どもは正しい職業観や勤労観を身につ

けることができている。
86.4 63.0 66.7

問16
（単位とは関係なく）学ぶことは大切で

ある。
90.4 85.9 81.0

学校の行事は適切に計画され、実施され

ている。
95.7 82.7 82.4

問17
知らないことを知ったり、できなかった

ことができるようになるのは楽しい。
92.3 88.7 85.5

各教師は一致協力して日々の教育にあ

たっている。
94.7 65.4 63.7

問18
（一人ではなく）学校で他の人と一緒に

学ぶことは楽しい。
85.0 79.4 77.8

通知表を見れば、子どもの成績や出席状

況等がわかる。
99.0 95.1 93.1

問19
学校では給食が楽しみである。（給食を

受給している人のみ答えてください。）
79.8 60.5 50.4 保護者として学校を信頼している。 89.2 87.7 82.4

問20
学校では部活動が楽しみである。（入部

している人だけ答えてください。）
74.3 66.7 40.7

子どもを姫路北高校に入学させて良かっ

たと思う。
94.1 86.4 87.1

81.3 77.9 74.0 86.5 69.8 67.5

生徒アンケート 保護者アンケート



《分析および次年度に向けての課題と対策》

〇実施について

〇生徒アンケート

〇保護者アンケート

　全年次の生徒と保護者を対象に実施した。生徒アンケートはLHR等を活用し、QRコードを利用した回答と紙媒体での回答にて実施した。保

護者アンケートは家庭への郵送物に紙媒体で送付し、QRコードを利用した回答と紙媒体での回答にて実施した。

　全体的に数値は上昇している。問９のタブレットの活用については、今後改善の余地があると思われる。中学校までに学習を苦手としてきた

生徒が多い中、学習に関しての数値が上昇していることは、生徒は学習面において充実した学校生活を送っていることがうかがえる。また、先

生方が授業を工夫して丁寧に実施をしているからであると思われる。

　大きく数値が上昇しているのは問19で、給食を楽しみにしていることは健康にも食育にもつながるし、給食の提供は本校の特徴でもあるた

め、今後もこの数値を維持してほしい。次に大きく数値が上昇しているのは問20で、部活動を楽しみにしていることである。定時制ではあるが

放課後は部活動を楽しみにしている生徒が多くいることは、高校生活が充実していることにつながるため、今後もこの数値を維持してほしい。

　ほとんど数値は上昇している。大きく数値が上昇しているのは問14で、卒業の進路を見据えたキャリア教育ができていると思われる。問13で

家庭での会話があまりないという結果が出ているが、問３や問４の学校での授業以外での教員との会話ができていることに対しての数値が高い

ことは、先生方が日頃から生徒一人ひとりに目を配り、声掛けを行うことができているからであると思われる。

　授業に対する数値も上昇しており、先生方が授業を工夫して丁寧に実施していることが保護者にも伝わっていると思われる。保護者からさら

なる信頼を得られるように、今後も現在の取り組みを継続していきたい。


